
 
 

≪令和７年第２回大空町議会定例会一般質問通告内容集約書≫ 
 

【３名５件】                〔令和７年６月１１日整理・大空町議会事務局〕 

質問日 順 質問者 質問事項 頁 

６月１８日 

（水曜日） 

１ 

上地 史隆 議員 
 (質問時間 30分) 

 
質問受付： 
令和 7年 6月9日 
午前 9時20分 

１． 認知症の取り組みについて 

 

２．鳥獣被害防止の取り組みについて 
１ 

２ 

鈴木 秀之 議員 
 (質問時間 30分) 

 
質問受付： 
令和 7年 6月11日 
午後 2時42分 

１．空き家対策と地域の環境整備について ２ 

３ 

岩原  繁 議員 
 (質問時間 30分) 

 
質問受付： 
令和 7年 6月11日 
午後 3時33分 

１．町内にある医療、介護施設等における人材 

確保について 

 

２．特別養護老人ホームの合併について 

３ 

 
※ 一般質問は「一問一答方式」にて、通告順により行われます。 
※ 傍聴席入口に掲示の傍聴規則を順守の上、携帯電話の電源はお切りくださるよう御協力をお願いします。 
※ 御不明な点などがありましたら、議会事務局までお問い合わせください。 
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◆ 一般質問者：【議席番号 ９番 上 地 史 隆 議員】     Ｎｏ．１ 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨  質問相手 

 

１．認知症の取り組み

について 

 

認知症の方が安心して暮らせるための国や自治体の

責務などを定めた認知症基本法が２０２４年１月に施

行されました。この法律では、認知症の方が尊厳と希

望を持って暮らせるようにするため、認知症施策の推

進に関わる国や自治体の責務を規定した認知症の方の

社会参加機会の確保、医療や福祉サービスの充実、接

遇処遇に関する事業者の役割なども盛り込まれてお

り、全国の自治体でも様々な取り組みがされています

が、次の項目における大空町の現状について伺います。 

 

（１） 認知症の診断を受けている方の人数と、症状におけ 

る区分内容の現状について 

 

（２） 住民への認知症の予防と理解促進の取り組みの現状 

について 

 

 

 

町 長 

 

２．鳥獣被害防止の取

り組みについて 

 

 全国的に野生鳥獣による農林水産業の被害が深刻化して

おり、近年増加傾向にあります。北海道では特にエゾシカ

による被害が全体の約８割を占めており、その被害額は年

間５０億円を超えています。そのようなことからも大空町

の鳥獣被害防止の取り組みの現状はどのようになっている

のか、次の項目について伺います。 

 

（１）鳥獣被害と対策の取り組みの現状について 

 

（２）狩猟者の高齢化や会員数の減少について 

 

 

 

 

町 長 
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◆ 一般質問者：【議席番号 ５番 鈴 木 秀 之 議員】     Ｎｏ．２ 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨  質問相手 

 

１．空き家対策と地域

の環境整備について 

 

空き家の総数は、本町においても増加の一途をたどって

おり、今後も、人口・世帯数の減少や高齢化社会の進展に

伴い、さらなる空き家の増加が見込まれます。  

平成２７年に「空家等対策の推進に関する特別措置法」、

通称「空家法」が施行され、特定空家等の除却等の取組が

進められています。本町においても平成２６年廃屋等解体

撤去補助事業が開始され、令和２年には、空き家等対策計

画が策定されています。 

令和５年には、さらなる空き家対策の充実・強化を図る

ため、特定空家等の状態となる前の段階から有効活用や適

切な管理を促進し、地域経済やコミュニティの活性化に繋

げる取組を推進する観点から空家法が一部改正されまし

た。 

空家法に基づく空き家対策の実効性を確保するために

は、先進的な官民連携による空き家に関する相談体制の充

実、空き家の活用に資する新たなビジネスモデルの構築、

新たなライフスタイル・居住ニーズに対応する空き家の活

用等を推進する必要があるとされています。 

大空町での空き家対策と地域の環境整備に関し、下記の

事項について町長の見解を伺います。 

 

（１）空き家対策の実施状況について 

空き家の現状把握、空き家バンク、廃屋等解体撤去推 

進事業の実施状況。 

 

（２）現行施策の点検について 

大空町空き家等対策検討会議、大空町空家等対策計画 

の更新、見直し。 

 

（３）新たな施策の検討について 

「中間管理住宅」、住宅リフォーム関係企業との連携し

た「空き家流通促進事業」等先進地の事例研究。国土交通

省「空き家対策モデル事業」等の活用。 

 

 

 

町 長 
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◆ 一般質問者：【議席番号 ６番 岩 原  繁 議員】     Ｎｏ．３ 

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問相手 

 

１．町内にある医療、

介護施設等における

人材確保について  

 

 

 現在、大空町でも人口減少や過疎化が進む中で、医

療や福祉の需要は高い一方、これを支える労働力の確

保が大きな課題となっていると認識しています。 

 

（１）女満別中央病院や特別養護老人ホームなど、町民に

とって欠かせない施設において、看護師や介護職員な

どの人材確保の現状をどのように把握されているか伺

います。 

 

（２）町としてこの課題に対し、具体的にどのような支援

策や人材誘致の取組を行っているのか。さらに、国や

北海道による助成制度の活用について伺います。 

 

（３）医療・介護の人材確保を図る上で、例えば移住定住

施策との連携や、専門学校・大学等の教育機関との連

携による人材育成なども視野に入れて検討して頂きた

いと考えますが、町としての方向性について伺います。 

 

町 長 

 

 

２．特別養護老人ホー

ムの合併について 

 

大空町には旧町村それぞれに特養施設が存在します。

過去において合併の意向もあったとお聞きしますが、

合併２０年が経ち、今後の人口減少や介護職人材の確

保難に鑑みると、現在の２法人体制のままでは持続可

能性が懸念されます。 

 

（１）法人合併や施設再編も含め、介護体制の統合・

効率化を検討すべきと考えますが、町長の見解を伺

います。 

 

（２）検討に際し町としてどのような支援策や調整役

割を担う考えがあるか伺います。 

 

町 長 


